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がんばれ徳大 

　
私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
徳
島
で
、
県

立
城
北
高
等
学
校
を
経
て
、
昭
和
５６
年

徳
島
大
学
薬
学
部
、
５８
年
同
大
学
院
修

士
課
程
を
修
了
後
、
香
川
医
科
大
学
医

学
部
附
属
病
院
に
薬
剤
師
と
し
て
就
職

し
ま
し
た
。 

　
時
代
は
混
沌
と
し
、
人
力
か
ら
Ｉ
Ｔ
へ

の
転
換
期
で
し
た
。
外
来
約
５
０
０
人
、

入
院
約
６
０
０
人
、
す
な
わ
ち
１
時
間
当

た
り
２
０
０
枚
の
処
方
箋
と
６
０
０
枚
以

上
の
薬
袋
を
プ
リ
ン
タ
ー
で
打
ち
出
し
、

入
院
患
者
情
報
を
自
動
錠
剤
包
装
機
へ

送
り
、
１
回
分
毎
に
服
用
し
易
い
よ
う
に

包
装
す
る
。
今
で
は
当
た
り
前
の
事
で
も
、

２０
年
前
で
は
ど
こ
の
施
設
で
も
成
功
し

て
い
な
い
シ
ス
テ
ム
を
フ
ル
稼
動
さ
せ
た

こ
と
が
、
臨
床
薬
剤
師
と
し
て
の
出
発
点

で
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
み

の
パ
ソ
コ
ン
（
２０
Ｍ
Ｂ
の
Ｈ
Ｄ
）
で
よ
く
全

て
が
稼
動
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
合
言

葉
は
「
無
い
物
は
自
分
達
で
作
る
」「
余

分
な
物
は
削
る
」「
出
来
な
い
事
を
出
来

る
様
に
す
る
の
が
プ
ロ
」
で
し
た
。
そ
れ

は
全
て
が
揃
っ
て
い
る
と
い
う
恵
ま
れ
た

環
境
で
は
育
た
な
い
、
い
わ
ば
地
方
の
国

立
大
学
で
し
か
培
わ
れ
な
い
研
究
者
魂

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

　
そ
の
Ｉ
Ｔ
化
で
作
り
出
し
た
時
間
を

利
用
し
、
薬
剤
師
に
よ
る
臨
床
研
究
と
い

う
新
た
な
道
を
開
拓
し
、
平
成
５
年
に
徳

島
大
学
か
ら
薬
学
博
士
の
学
位
を
授
与

さ
れ
た
こ
と
が
、
薬
学
研
究
者
と
し
て
の

出
発
点
で
し
た
。
そ
の
間
、
大
分
医
科
大

学
医
学
部
附
属
病
院
薬
剤
部
に
副
部
長

と
し
て
転
勤
し
、
病
院
管
理
・
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
挑
戦
し
た
結
果
、
文
部

科
学
技
官
職
が
広
島
大
学
医
学
部
総
合

薬
学
科
の
教
授
を
拝
命
し
、
臨
床
薬
剤

師
育
成
と
い
う
薬
学
教
育
者
と
し
て
の

道
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
振
り
返
る
と
、
就
職
と
２
度
の
転
勤
は

常
に
０
か
ら
の
出
発
で
あ
り
、
薬
剤
師
免

許
と
経
験
だ
け
が
私
の
武
器
で
し
た
。
信

念
の
「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
が
、
出
す
ぎ

た
杭
に
は
届
か
な
い
」
を
信
じ
、
常
に
前

向
き
で
、
既
成
の
枠
に
囚
わ
れ
な
い
こ
と

を
信
条
と
し
、
平
成
１５
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
ひ
ろ
し
ま
が
ん
治
療
開
発
推
進
機
構
」、

平
成
１７
年
に
は
広
島
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
「（
有
）
フ
ァ
ー
マ
シ
ス
ト
・
サ
ポ
ー

ト
」
を
設
立
し
、
臨
床
医
と
臨
床
薬
剤
師

育
成
・
再
教
育
用
Ｗ
ｅ
ｂ
教
材
の
「
患
者

百
選
」
を
、
製
薬
企
業
と
抗
菌
剤
の
Ｐ
Ｋ

／
Ｐ
Ｄ
解
析
ソ
フ
ト
「
オ
メ
ガ
モ
ン
博
士
」

を
共
同
開
発
し
、
昨
年
販
売
に
至
り
ま

し
た
。 

　
大
学
院
卒
業
後
、
医
療
技
術
者
と
し

て
専
門
性
を
高
め
続
け
た
結
果
が
研
究

者
や
教
育
者
の
道
を
開
き
、
大
学
で
の
研

究
成
果
（
知
的
財
産
）
が
企
業
経
営
に
進

展
し
ま
し
た
。
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
の
様
に
大

学
と
社
会
は
連
結
し
た
知
恵
の
輪
で
あ
り
、

大
学
教
授
が
社
長
も
時
流
で
す
。
現
役

大
学
生
も
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
知
り
、
時
代

の
流
れ
に
身
を
任
せ
、
可
能
性
に
挑
戦
す

る
研
究
者
魂
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
希

望
し
ま
す
。 
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